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要約
目的：日本に定住する外国人家族が保健医療福祉における体験とその支援がどのような文化的領域に偏在

しているのかを明らかにするために文献検討を行った。
方法：医学中央雑誌と CINAHL、PubMed、medline を用いて、国内文献は「外国人 AND 看護 AND 家

族 AND（看護 OR 支援）」、国外文献は「Foreign＊ AND Famil＊ AND Japan＊ AND (intervention
OR support OR Nurs＊)」のキーワードで原著論文を対象に検索し58件の論文を分析対象とした。
体験と支援のデータを抽出し、Purnell の文化アセスメントモデルを理論的枠組みとし Directed
content analysis を行った。

結果・考察：体験と支援がともに明らかになった文化的領域は主に「コミュニケーション」「保健行動」「家
族役割と家族関係」「保健医療従事者」「精神性」で、どちらかのデータが見られなかった文化的領
域は「妊娠出産・育児」「労働関係」「概観伝統」「食栄養」「ハイリスク行動」であった。

結論：体験と支援に偏りがある文化的領域では特に、定住外国人家族の体験に基づく支援を今後拡充して
いくことが求められる。

キーワード：定住外国人、保健医療福祉、家族看護、Purnell の文化アセスメントモデル、文献検討

Current situation and issues regarding the experiences of and

support offered to foreign resident families in the field of health

care and welfare in Japan

Abstract

We conducted a literature review on the current experiences of, and support offered to, foreign
resident families in Japan in the field of health care and welfare. This study’s aim is to identify discrepancies
between experiences and supports in the Purnell’s cultural assessment model.

Journal articles were searched for in Ichushi‒Web (Japanese medical database), CINAHL, PubMed,
and medline using the 8 following keywords:ʠForeign＊ AND Famil＊ AND Japan＊ AND (intervention OR
support OR Nurs＊)ʡand 58 articles were analyzed. Directed content analysis was performed on the data
using Purnell’s cultural assessment model as the theoretical framework. Both experiences and supports
were seen in abundance inʠCommunication,ʡʠHealth care practices,ʡʠFamily roles and organization,ʡ

ʠHealth‒care practitioners,ʡʠSpiritualityʡ. At least one of the experiences and supports were not seen in
ʠPregnancy,ʡʠWorkforce issues,ʡʠOverview / heritage,ʡʠNutrition,ʡʠHigh‒risk behaviorsʡand
ʠoverview/heritageʡ. Especially, many experiences were extracted inʠPregnancy and childbearingʡarea
but no articles reported providing healthcare. In those areas, it is critical to providing healthcare services
based on the experiences foreign resident families in Japan.

Keywords : Foreign resident, Field of health care and welfare, Family nursing, Purnell’s cultural
assessment model, Literature review
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Ⅰ．緒言

昨今の国際化の流れにともない、2019年のわが国の
在留外国人は約293万人（e-Stat 政府統計の総合窓口，
2019年）と過去最多であり、そのうち約262万人が中
長期在留者である。訪日する目的は様々だが、長期滞
在の在留外国人や、家族帯同の外国人も増加している

（法務省，2019年）。
厚生労働省の人口動態統計特殊報告における2014年

の年齢調整死亡率国籍別比較では、日本に住む外国人
は日本人と比較して自殺以外のすべての疾患で死亡率
が高く、外国人の健康格差が見受けられる（厚生労働
省，2014年）。

また、日本病院会の調べでは361の病院のうち
75.6％の273の病院が在留外国人患者を受け入れた経
験があると報告されている（一般社団法人日本病院
会，2015年）。保健医療福祉サービス、社会保障は国
籍を問わない基本的人権であり、人種、民族、宗教に
かかわらず公平なサービスを享受する権利があること
を医療従事者は倫理的責務として認識する必要がある
といわれている（李，1999年，181）が、外国人と日
本人の間の健康格差への対応については疑問の余地が
ある。
「看護者の倫理綱領」では、看護は、あらゆる年代

の個人、家族、集団、地域社会を対象としていること
が明記されている（日本看護協会，2003年）。そのよ
うに家族は看護の対象の一つである。原（2008年）は、
患者の QOL と家族の QOL を切り離して考えること
はできず、患者と家族の双方が共に QOL を高めてい
くという看護の必要性を示している。また、現代の社
会状況から家族に依存して患者のケアが成り立ってい
るが、家族機能や形態が変容している現在において、
家族は追い詰められ孤立しがちであるために、家族を
支援することが必要であるということも述べられてい
る（原，2008年，⚖）。そのように家族の看護を考え
るうえで、家族看護学では家族の力を最大限に引き出
すこと、家族全体の健康を目指すこと、未来の危機に
備える力をつけることを目的に、患者だけでなくその
家族への看護を目指している（上別府，2018年）。そ
のため、定住外国人においても、その家族までを健康
状態に導くことが求められる。実際に、2019年現在の

「家族滞在」の在留資格者は約20万人、「日本人の配偶

者等」は約15万人、「永住者の配偶者等」は約⚔万人
と、定住外国人とその家族の数はいずれも近年増加し
ており（出入国在留管理庁）、家族への支援の機会が
増えていくことが考えられる。以上より、日本におけ
る定住外国人の家族への看護に注目する必要性が高
まってきていると考えられる。

看護者は自らが背負っている文化背景を踏まえなが
ら、支援対象者の健康行動や生活スタイルを規定する
その文化背景を洞察・理解することによって、質の高
い看護を提供することができると言われている（樋
口，2012年，134）。つまり、外国人家族へ看護を提供
する上で、対象者が持つ多様な文化背景を理解するこ
とが重要である。対象者の文化的背景をアセスメント
するために、これまでに世界で使用されてきたモデル
の一つに Purnell の文化アセスメントモデルがある。
このモデルは、「概観伝統（Overview/heritage）」「コ
ミュニケーション（Communication）」「家族役割と
家族関係（Family roles and organization）」「労働関
係（Workforce）」「生物文化的な生態（Biocultural）」

「ハイリスクな行動（High-risk behaviors）」「食栄養
（Nutrition）」「妊 娠 出 産・育 児（Pregnancy and
childbearing practices)」「死の儀式（Death rituals）」

「精 神 性（Spirituality)」「保 健 行 動（Health care
practice）」「保 健 医 療 従 事 者（Health care
practitioner）」の12の文化的領域から構成されてい
る。（Purnell，2002年 大澤，2015年，241）。このモ
デルは、対象者の価値や信条などに影響する文化的特
性をアセスメントするために作られており、看護師が
文化的に適したケアを提供し評価するために臨床実践
の場で使用されている。また、看護師だけではなく、
全ての医療従事者が臨床や教育、研究などの諸分野で
このモデルを用いることが出来る（Purnell，2002年
大澤，2015年）。

以上より、定住外国人家族に対する看護は非常に重
要だが、本邦では、福祉専門職者による在住外国人問
題への認識や介入は遅れ、サービスや制度が外国人の
問題に専門的に対応できるシステムになっていないと
指摘されている（石河，2018年）。本研究では、日本
の保健医療福祉関して定住外国人家族が体験した事象
と他者からの支援を明らかにする。その際、抽出した
体験と支援それぞれのデータが Purnell の文化アセス
メントモデルの文化的領域をもとにどのように偏在し
ているのかを明らかにする。本研究によって、体験し
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た事象は多いが支援が未充足である文化的領域や、す
でに多様な支援が実施されている文化的領域、困難な
体験が多くみられる文化的領域などが明らかとなり、
今後の効果的な定住外国人家族への支援の一助とな
る。

Ⅱ．方法

⚑．用語の定義

家族の定義は、互いに情緒的、物理的、そして／あ
るいは経済的サポートを依存し合っている⚒名以上の
人々から成る集団とした（ハンソン，ボイド，2001年，
⚕）。対象文献における家族がこの定義に該当するか
を研究者間で確認してデータ抽出を行った。定住外国
人とは、在留資格をもち⚓ヶ月以上日本に定住してい
る外国人のことと定義した。これは、在留資格のうち

ʠ短期滞在ʡ以外は最短⚓か月以上の期間のためであ
る。定住外国人家族の保健医療福祉に関する体験とは
保健医療福祉に関連した家族員もしくは家族全体の次
元を含む家族の事象で、日本に定住することにより生
じた印象に残る出来事や、その際の心身の状態や身体
的感覚、反応のこと（中木，谷津，神谷，2007年）と
した。定住外国人家族への保健医療福祉に関する支援
は、家族員もしくは家族全体に生じる困りごとを解決
するため、もしくは家族の状態を維持・向上させるた
めに、家族以外の人や機関が行う行為とした。

⚒．文献収集方法

文献データベースは医中誌 Web（医学中央雑誌刊
行会）と CINAHL、PubMed、medline を用いた。国
内文献は「外国人 AND 看護 AND 家族 AND（看護
OR 支援）」のキーワードで、論文の種類を「原著論文」
と し て 検 索 し た。国 外 文 献 は「Foreign＊ AND
Famil＊ AND Japan＊ AND (intervention OR support
OR Nurs＊)」のキーワードで検索した。論文の発行期
間は設定せずに検索をした。これらの検索結果から合
計289件が得られ、1）定住外国人家族の保健医療福祉
に関する体験の記述、2）定住外国人が保健医療福祉
機関から受けている支援の記述を選択基準とし、1）
外国人看護師に関する記述、2）家族ではなく個人の
保健医療福祉に関する体験や支援に関する記述を除外

基準とし、最終的に58件の文献を対象とした。

⚓．分析方法

対象文献における定住外国人の保健医療福祉に関す
る体験、支援についてのデータに対して Purnell の文
化アセスメントモデルを理論的枠組みに Directed
content analysis を実施した（Hsieh，2005年）。具体
的には、抽出した体験と支援に関する記述を対象文献
の結果と考察の部分から抜き出し、コード化した。
コードはその意味内容に沿って、Purnell の文化アセ
スメントモデルの12の文化的領域に分類した後、帰納
的にサブカテゴリとカテゴリへ集約した。

本研究ではこれまでの研究における体験と支援の文
化的領域の偏りをみる目的に対して、⚑つの記録単位
ごとに数量的に測定する Berelson の手法を参考とし
て、Directed content analysis を行う、分析方法のト
ライアンギュレーションを実施した。具体的には、12
領域に分類された文献の数が体験と支援それぞれの総
文献数に占める割合を算出した。

また、先行研究が定住外国人家族の文化的領域を包
括的に網羅できているのかを明らかにするために
Purnell の文化アセスメントモデルを理論的枠組みと
した。これにより、定住外国人家族に対してどのよう
な文化的領域の研究が日本では充足されており、一方
でどの領域で不足しているのかが明らかとなる。ま
た、理論的根拠に基づいた定住外国人家族の体験や支
援を抽出できる。

12の文化的領域のうち「妊娠出産・育児」の領域は、
妊娠期から分娩、育児期の各ステージに渡って文献か
らデータが得られたこと、それぞれに体験や支援が異
なることが分析過程で明らかになった。そのため、本
研究では「妊娠出産・育児」の領域は臨床においてよ
り具体的な支援を実践できるよう、対象文献における
記述から妊娠期、分娩期、産褥期、育児期、そして出
産プロセス全体を指すものの⚕つに細分化して分析を
行った。

分析結果の真実性確保のために、データベースから
の対象文献の選考、文献からのデータ抽出、カテゴラ
イズの過程において、国際看護学もしくは家族看護学
に従事する研究者間の確認および討議を繰り返し実施
した。
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Ⅲ．結果

⚑．日本の保健医療福祉における定住外国人
家族の体験とその支援に関する調査の動
向

58件の対象文献を表⚑に示した。また、先行研究に
ついて研究対象者、研究の専門領域、対象文献の出版
年の推移を図⚑から⚓に表した。調査対象となった定
住外国人家族の国籍は中国が最多で24件、次いでブラ
ジルおよびフィリピンの19件、韓国および朝鮮の14
件、タイの⚘件、ペルーの⚗件と続いた。対象文献で
は複数の国籍の家族を対象としているものが多く、以
上の件数は延べ数である。研究デザインは質的研究が
48件であったのに対して、量的研究は⚙件であった。
理論的枠組みは表⚑の13番の文献（石井，2008）で家
族エンパワーメントモデル、15番の文献（糸井，2007）
でレイニンガーの民族看護学、24番の文献（前田，
2018）でヒル・マッカバンの家族ストレス理論、26番
の文献（マルティネス，2017）でヘルプシーキングの
文化的要因理論がそれぞれ⚑件ずつ用いられていた。

⚒．日本の保健医療福祉における定住外国人
家族の体験

日本の保健医療福祉における定住外国人家族の体験
に関するカテゴリを表⚒に示した。体験について記述
されている文献は51件あり、計346コード、66サブカ
テゴリ、25カテゴリが得られた。以下に記した領域の
順番は、記述された文献が多かった順番である。

⚑）コミュニケーション

「コミュニケーション」は言語や方言、思考や感情
を共有する意思、アイコンタクトや表情などの言語
的、非言語的コミュニケーションに関する領域であ
る。【日本語を用いた意思疎通の困難など】【家族周囲
の人との交流の変化】の⚒カテゴリが明らかになっ
た。

⚒）妊娠出産・育児

「妊娠出産・育児」は妊娠や出産、産後に関する規
範的、制限的および禁忌的行動などに関する領域であ

る。出産プロセスでは【出産する国に対する家族員の
思い】の⚑カテゴリが明らかになった。妊娠期では

【日本と母国の妊娠に関する習慣の違い】【日本での妊
娠期において母国とのつながりを保つこと】の⚒カテ
ゴリが明らかになった。分娩期では【日本と母国の分
娩に関する環境の違い】の⚑カテゴリが明らかになっ
た。産褥期では【日本と母国の産後に関する環境の違
い】【産後の生活に関する母国の伝統への思い】の⚒
カテゴリが明らかになった。育児期では【日本と母国
における育児の違いを認識すること】【育児に関する
周囲からのサポートの重要性を認識すること】【育児
における母国の伝統への思い】【日本で育児すること
への適応】の⚔カテゴリが明らかになった。

⚓）保健行動

「保健行動」は伝統的、宗教的、生物医学的信条や
それらの健康実践、または、保健行動に対する障壁、
病者役割などに関する領域である。【日本における保
健医療福祉に関する情報入手の困難】【日本と母国の
保健医療福祉に関する相違】【慣れない日本の保健医
療福祉システムに関する困難】の⚓カテゴリが明らか
になった。

⚔）家族役割と家族関係

「家族役割と家族関係」は家族内の役割構造や性別
役割、家族の生活様式などに関する領域である。【日
本語が使える子どもや親戚による日常生活の世話】

【日本における自身の家族の在り方を考えること】の
⚒カテゴリが明らかになった。

⚕）労働関係

「労働関係」は労働における文化的適応や同化の問
題に関する領域である。【日本の労働環境が及ぼす生
活の支障】の⚑カテゴリが明らかになった。

⚖）保健医療従事者

「保健医療従事者」はヘルスケアの提供者の状態や
その関わり、ヘルスケア提供者に対する認識に関する
領域である。【信頼できる保健医療従事者の要望】の
⚑カテゴリが明らかになった。

⚗）概観伝統

「概観伝統」は出身国や居住地などの出自、居住地
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に
も

つ
子

育
て

中
の

ア
ジ

ア
系

外
国

人
女

性
が

家
族

と
の

関
係

で
抱

く
困

難
感

網
谷

華
，

表
志

津
子

，
岡

本
理

恵
，

山
田

裕
子

Jo
ur

na
lo

fW
el
ln
es

sa
nd

H
ea

lth
Ca

re
20

18
；

42
(1

)：
75

-8
4.

4
言

葉
が

通
じ

な
い

外
国

人
患

者
へ

の
看

護
東

玲
子

，
竹

内
留

美
，

陶
山

克
洋

日
本

精
神

科
看

護
学

術
集

会
誌

20
12

；
55

(1
)：

46
6-

46
7．

5
道

北
地

域
に

お
け

る
外

国
人

既
婚

女
性

の
実

態
調

査
原

口
眞

紀
子

，
栗

原
か

お
る

，
久

保
治

美
旭

川
医

科
大

学
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム

20
02

；
3(

1)
：

76
-8

1．

6
在

日
外

国
人

女
性

の
日

本
で

の
妊

娠
・

出
産

・
育

児
の

困
難

と
そ

れ
を

乗
り

越
え

る
方

略
橋

本
秀

実
，

伊
藤

薫
，

山
路

由
実

子
，

佐
々

木
由

香
，

村
嶋

正
幸

，
柳

澤
理

子
国

際
保

健
医

療
20

11
；

26
(4

)：
28

1-
29

3．

7
D
V

に
よ

り
夫

か
ら

離
れ

る
こ

と
を

決
断

し
た

在
日

外
国

人
妊

婦
の

事
例

林
田

幸
子

，
片

岡
弥

恵
子

聖
路

加
看

護
学

会
誌

20
08

；
12

(2
)：

33
-4

0．

8
伝

統
的

医
療

行
動

の
医

療
人

類
学

的
研

究
文

化
背

景
の

異
な

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

比
較

研
究

樋
口

ま
ち

子
国

際
保

健
医

療
20

06
；

21
(1

)：
33

-4
1．

9
在

日
外

国
人

の
母

親
の

子
育

て
不

安
に

関
す

る
研

究
星

野
明

子
，

庄
司

優
子

，
大

戸
さ

と
み

，
川

村
明

美
，

佐
々

木
明

子
，

桂
敏

樹
北

日
本

看
護

学
会

誌
19

98
；

1(
1)

：
9-

15
．

10
在

日
フ

ィ
リ

ピ
ン

人
母

親
が

子
育

て
で

直
面

し
た

困
難

と
対

処
吉

田
真

奈
美

，
春

名
め

ぐ
み

，
大

田
え

り
か

，
渡

辺
悦

子
，

U
ay

an
M

ar
ia

Lu
isa

T
.，

村
嶋

幸
代

母
性

衛
生

20
09

；
50

(2
)：

42
2-

43
0．

11
Po

st
pa

rt
um

de
pr

es
siv

e
sy

m
pt

om
s

an
d

t h
ei
r

as
so

ci
at
io
n

w
ith

so
ci
al

su
pp

or
t

am
on

g
fo
re

ig
n

m
ot
he

rs
in

Ja
pa

n
at

3
to

4
m
on

th
s
po

st
pa

rt
um

.
Sa

w
o

Im
ai
,S

ac
hi
ko

K
ita

,H
iro

m
iT

ob
e,

M
as

ak
o

W
at
an

ab
e,

A
ya

N
ish

iz
on

o‒
M

ah
er

,K
iy
ok

o
K
am

ib
ep

pu
IN

T
ER

N
A
T
IO

N
A
L

JO
U
RN

A
L

O
f

N
U
RS

IN
G

PR
A
CT

IC
E

20
17

;2
3(

5)

12
日

本
に

居
住

す
る

日
本

人
女

性
と

非
日

本
人

女
性

に
対

す
る

親
密

な
パ

ー
ト

ナ
ー

か
ら

の
暴

力
周

産
期

の
横

断
的

研
究

（
In

tim
at
e

pa
rt
ne

r
vi
ol
en

ce
ag

ai
ns

t
Ja

pa
ne

se
an

d
no

n‒
Ja

pa
ne

se
w
om

en
in

Ja
pa

n:
A

cr
os

s‒
se

ct
io
na

ls
tu

dy
in

th
e
pe

rin
at
al

se
tt
in
g)

In
am

iE
rik

o,
K
at
ao

ka
Y
ae

ko
,E

to
H
iro

m
i,
H
or

iu
ch

iS
hi
ge

ko
Ja

pa
n

Jo
ur

na
lo

f
N
ur

sin
g

Sc
ie
nc

e
20

10
；

7
(1

)：
84

-9
5．

13
家

族
看

護
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
モ

デ
ル

に
も

と
づ

く
家

族
の

理
解

急
性

期
統

合
失

調
症

患
者

の
配

偶
者

を
通

し
て

石
井

慎
一

郎
日

本
精

神
科

看
護

学
会

誌
20

08
；

51
(2

)：
40

6-
41

0．

14
外

国
籍

ド
ナ

ー
の

生
体

腎
移

植
に

対
す

る
心

理
糸

井
典

子
，

白
井

恵
里

，
中

村
ま

ゆ
み

，
田

代
里

枝
子

，
山

本
桐

子
，

杉
山

健
群

馬
医

学
20

12
；

96
：

15
3-

15
6．

15
在

日
カ

ン
ボ

デ
ィ

ア
人

の
伝

統
的

な
健

康
実

践
と

援
助

関
係

へ
の

ニ
ー

ズ
糸

井
裕

子
日

本
看

護
医

療
学

会
雑

誌
20

07
；

9(
1)

：
8-

17
．

16
農

村
に

て
国

際
結

婚
を

し
た

中
国

人
女

性
の

妊
娠

・
出

産
時

期
に

お
け

る
家

族
関

係
構

築
プ

ロ
セ

ス
蛎

崎
奈

津
子

日
本

看
護

研
究

学
会

雑
誌

20
09
；
32

(1
)：

59
-6

7．

17
ア

ジ
ア

圏
出

身
留

学
生

と
そ

の
妻

が
日

本
で

の
妊

娠
期

間
中

に
直

面
し

た
課

題
と

そ
の

対
応

蛎
崎

奈
津

子
，

熊
谷

恭
子

，
奥

寺
忍

，
伊

藤
洋

子
母

性
衛

生
20

10
；

51
(2

)：
49

0-
49

7．

18
亜

昏
迷

状
態

を
繰

り
返

す
外

国
人

患
者

の
退

院
支

援
多

職
種

協
働

に
よ

り
患

者
の

思
い

を
優

先
で

き
た

⚑
事

例
上

地
喜

代
美

，
津

波
幸

代
日

本
精

神
科

看
護

学
術

集
会

誌
20

17
；

60
：

1：
12

2-
12

3．

19
無

保
険

外
国

人
患

者
の

終
末

期
療

養
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
上

條
綾

香
，

大
久

保
敏

子
，

中
野

和
美

信
州

大
学

医
学

部
附

属
病

院
看

護
研

究
集

録
20

18
；

46
(1

)：
50

-5
3 .

20
Se

ek
in
gʠ

A
Pl

ac
eW

he
re

O
ne

Be
lo
ng

sʡ
:E

ld
er

ly
K
or

ea
n
Im

m
ig
ra

nt
W

om
en

U
sin

g
D
ay

Ca
re

Se
rv

ic
es

in
Ja

pa
n.

K
um

su
n

Le
e,

Lo
ur

de
s

R
H
er

re
r a

C,
Se

ts
uk

o
Le

e,
Y
as

uh
id
e

N
ak

am
ur

a
Jo

ur
na

l
of

T
ra

ns
cu

ltu
ra

l
N
ur

sin
g

20
12

;
23

(4
):

35
1-

35
8.
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日本の保健医療福祉における定住外国人家族の体験とその支援に関する現状と課題

表
⚑
．
日
本
の
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
定
住
外
国
人
家
族
の
体
験
と
そ
の
支
援
に
関
す
る
文
献
一
覧
（
2）

N
o.

タ
イ

ト
ル

著
者

書
誌

情
報

21
看

護
・

介
護

職
者

が
と

ら
え

る
在

日
コ

リ
ア

ン
高

齢
者

支
援

に
お

け
る

特
徴

と
困

難
感

李
錦

純
，

西
内

陽
子

，
高

橋
芙

沙
子

兵
庫

県
立

大
学

看
護

学
部

・
地

域
ケ

ア
開

発
研

究
所

紀
要

20
1 7

；
24

：
10

5-
11

3．

22
在

日
中

国
人

母
親

の
子

育
て

と
そ

の
家

族
か

ら
の

支
援

の
特

徴
に

関
す

る
研

究
李

剣
，

木
村

留
美

子
，

津
田

朗
子

金
沢

大
学

つ
る

ま
保

健
学

会
誌

20
15

；
39

(1
)：

10
9-

11
7.

23
石

川
県

に
在

住
す

る
中

国
人

母
親

の
子

育
て

支
援

に
関

す
る

検
討

李
剣

，
木

村
留

美
子

，
津

田
朗

子
金

沢
大

学
つ

る
ま

保
健

学
会

誌
20

16
；

39
(2

)：
17

1-
17

9.

24
若

年
重

症
心

不
全

を
来

し
た

外
国

人
留

学
生

と
家

族
へ

の
看

護
介

入
を

振
り

返
っ

て
家

族
危

機
モ

デ
ル

を
使

用
し

た
考

察
前

田
友

佳
，

江
藤

希
世

，
平

田
彩

，
橋

本
美

幸
，

濱
田

基
伸

，
田

上
愛

，
長

渕
典

子
，

白
坂

雅
子

福
岡

赤
十

字
看

護
研

究
会

集
録

20
18

；
32

：
9-

11
.

25
労

働
目

的
で

来
日

し
た

在
日

ペ
ル

ー
人

女
性

の
生

活
と

育
児

マ
ル

テ
ィ

ネ
ス

真
喜

子
，

畑
下

博
世

，
河

田
志

帆
，

金
城

八
津

子
，

植
村

直
子

日
本

地
域

看
護

学
会

誌
20

12
；

15
(2

)：
97

-1
06

．

26
在

日
ブ

ラ
ジ

ル
人

妊
産

褥
婦

の
健

康
に

影
響

す
る

社
会

文
化

的
要

因
マ

ル
テ

ィ
ネ

ス
真

喜
子

，
畑

下
博

世
，

鈴
木

ひ
と

み
，

Sa
in
t
A
rn

au
lt

D
en

ise
M

.，
西

出
り

つ
子

，
谷

村
晋

，
石

本
恭

子
国

際
保

健
医

療
20

17
；

32
(2

)：
69

-8
1．

27
ド

メ
ス

テ
ィ

ッ
ク

バ
イ

オ
レ

ン
ス

被
害

を
有

す
る

移
住

外
国

人
女

性
の

複
合

的
課

題
の

研
究

南
野

奈
津

子
日

本
保

健
福

祉
学

会
誌

20
16

；
23

(1
)：

15
-2

3.

28
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

困
難

な
家

族
と

の
関

わ
り

関
わ

っ
た

看
護

師
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
を

通
し

て
宮

田
千

夏
，

菅
家

智
代

，
服

部
裕

子
，

中
田

尚
子

埼
玉

小
児

医
療

セ
ン

タ
ー

医
学

誌
20

11
；

25
(2

)：
13

3-
13

6．

29
当

院
に

お
け

る
フ

ィ
リ

ピ
ン

人
産

婦
の

援
助

室
岡

由
美

子
，

清
野

ゆ
う

子
，

半
沢

恵
子

，
村

岡
美

紀
子

，
高

橋
あ

け
み

，
小

田
隆

晴
山

形
県

立
病

院
医

学
雑

誌
20

00
；

34
(1

)：
79

-8
3．

30
外

国
籍

の
母

親
の

子
育

て
に

関
す

る
調

査
研

究
支

援
の

あ
り

方
に

向
け

て
中

島
有

季
子

健
康

福
祉

研
究

20
16

；
13

(1
)：

13
-2

4.

31
在

日
ベ

ト
ナ

ム
人

高
齢

者
の

福
祉

の
在

り
方

七
山

智
恵

子
上

智
社

会
福

祉
専

門
学

校
紀

要
20

10
；

5：
57

-6
9.

32
妊

娠
期

か
ら

産
後

⚑
ヵ

月
ま

で
の

在
日

外
国

人
の

主
観

的
体

験
複

線
経

路
・

等
至

性
モ

デ
ル

を
用

い
て

西
村

香
織

，
村

田
美

代
子

，
岡

田
麻

代
，

松
井

弘
美

母
性

衛
生

20
19

；
59

(4
)：

86
9-

87
7.

33
地

域
に

住
む

在
留

外
国

人
の

健
康

に
影

響
す

る
諸

要
因

の
検

討
大

植
崇

，
大

植
由

佳
兵

庫
大

学
論

集
20

18
；

23
：

35
-4

3．

34
大

学
病

院
で

経
験

し
た

特
徴

あ
る

国
際

患
者

の
⚓

症
例

相
良

理
香

子
，

下
野

信
行

，
清

水
周

次
，

中
島

直
樹

国
際

臨
床

医
学

会
雑

誌
20

18
；

2(
1)

：
32

-3
5.

35
在

日
韓

国
・

中
国

・
ブ

ラ
ジ

ル
人

の
母

親
の

育
児

ス
ト

レ
ス

日
本

の
母

親
と

の
比

較
か

ら
清

水
嘉

子
母

性
衛

生
20

02
；

43
(4

)：
53

0-
54

0．

36
在

日
ブ

ラ
ジ

ル
人

の
母

親
の

育
児

ス
ト

レ
ス

清
水

嘉
子

，
増

田
末

雄
母

性
衛

生
20

01
；

42
(2

)：
47

3-
48

0．

37
ブ

ラ
ジ

ル
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

母
子

保
健

及
び

子
育

て
情

報
の

伝
達

上
の

課
題

愛
知

県
A

市
に

お
け

る
外

国
人

の
母

親
を

対
象

と
し

た
実

態
調

査
を

通
じ

て
坂

本
真

理
子

，
淺

野
い

ず
み

，
橋

本
秀

実
，

大
橋

裕
子

，
水

谷
聖

子
愛

知
医

科
大

学
看

護
学

部
紀

要
20

17
；

16
：

59
-6

7．

38
日

本
に

在
住

す
る

外
国

人
の

母
親

の
子

ど
も

に
対

す
る

健
康

行
動

と
関

連
要

因
須

藤
恭

子
，

濱
本

洋
子

医
療

の
広

場
20

16
；

56
(8

)：
18

-2
1．

39
H
ea

lth
be

ha
vi
or

s
of

fo
re

ig
n

m
ot
he

rs
in

Ja
pa

n
re

ga
rd

in
g

th
ei
r
yo

un
g

ch
ild

re
n

an
d

th
e

fa
ct
or

s
th

at
af
fe
ct

th
es

e
be

ha
vi
or

s:
A

qu
a l
ita

tiv
e
st
ud

y.
K
yo

ko
Su

do
,Y

ok
o
H
am

am
ot
o

JA
PA

N
JO

U
RN

A
L

O
F

N
U
RS

IN
G

SC
IE

N
CE

20
19

;1
6(

4)
:4

20
-4

32
.

40
育

児
中

の
在

日
ブ

ラ
ジ

ル
人

女
性

の
日

本
の

母
子

保
健

医
療

に
対

す
る

認
識

と
そ

の
背

景
日

本
の

母
子

保
健

医
療

の
課

題
に

関
す

る
考

察
（

第
⚑

報
)

杉
浦

絹
子

母
性

衛
生

20
08

；
49

(2
)：

23
6-

24
4．

41
育

児
中

の
在

日
ブ

ラ
ジ

ル
人

女
性

の
日

本
の

母
子

保
健

医
療

に
対

す
る

認
識

と
そ

の
背

景
日

本
の

母
子

保
健

医
療

の
課

題
に

関
す

る
考

察
（

第
⚓

報
)

杉
浦

絹
子

母
性

衛
生

20
09

；
50

(2
)：

26
7-

27
4．
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表
⚑
．
日
本
の
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
定
住
外
国
人
家
族
の
体
験
と
そ
の
支
援
に
関
す
る
文
献
一
覧
（
3）

N
o.

タ
イ

ト
ル

著
者

書
誌

情
報

42
育

児
中

の
在

日
ブ

ラ
ジ

ル
人

の
生

活
の

特
徴

と
社

会
文

化
的

背
景

杉
浦

絹
子

母
性

衛
生

20
10

；
51

(1
)：

20
7-

21
4．

43
滋

賀
県

に
お

け
る

在
日

ブ
ラ

ジ
ル

人
女

性
の

妊
娠

・
出

産
・

産
後

の
ケ

ア
に

対
す

る
調

査
高

橋
里

亥
，

古
川

洋
子

，
正

木
紀

代
子

，
芦

田
美

樹
子

，
大

林
露

子
人

間
看

護
学

研
究

20
07

；
5：

57
-7

1．

44
在

日
外

国
人

で
あ

る
母

親
の

望
む

子
育

て
支

援
と

影
響

要
因

国
籍
・
気

質
・「

愛
着

-養
育

バ
ラ

ン
ス

」
尺

度
と

の
関

連
武

田
江

里
子

，
木

村
幸

恵
，

田
坂

満
恵

母
性

衛
生

20
19

；
59

(4
)：

77
0-

77
6.

45
日

本
の

公
立

小
学

校
に

お
け

る
外

国
人

児
童

へ
の

心
理

的
支

援
取

り
出

し
指

導
と

学
級

に
お

け
る

支
援

か
ら

の
一

考
察

竹
山

典
子

，
葛

西
真

記
子

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
研

究
20

07
；

40
(4

)：
32

4-
33

4.

46
超

低
出

生
体

重
児

を
出

産
し

た
外

国
人

旅
行

者
の

両
親

と
の

関
わ

り
入

院
か

ら
退

院
ま

で
を

通
し

て
親

支
援

を
考

え
る

玉
城

三
枝

子
，

島
尻

あ
ゆ

み
，

仲
間

か
を

り
沖

縄
の

小
児

保
健

20
17

；
44

：
11

-1
6.

47
不

登
校

の
滞

日
日

系
ブ

ラ
ジ

ル
人

児
童

生
徒

の
親

子
関

係
及

び
親

子
の

ニ
ー

ズ
に

関
す

る
質

的
検

討
谷

渕
真

也
，

高
田

純
，

兒
玉

憲
一

心
理

相
談

セ
ン

タ
ー

紀
要

20
16

；
11

：
7-

12
.

48
都

内
保

育
所

に
お

け
る

在
日

外
国

人
母

子
へ

の
育

児
支

援
の

現
状

と
課

題
田

崎
知

恵
子

，
久

保
恭

子
，

星
野

抄
織

共
立

女
子

短
期

大
学

看
護

学
科

紀
要

20
07

；
2：

19
-3

0．

49
在

日
外

国
人

が
実

感
し

た
日

本
の

医
療

に
お

け
る

異
文

化
体

験
の

様
相

寺
岡

三
左

子
，

村
中

陽
子

日
本

看
護

科
学

会
誌

20
17

；
37

：
35

-4
4．

50
中

国
帰

国
者

⚑
世

・
⚒

世
と

そ
の

中
国

人
配

偶
者

に
必

要
な

看
護

支
援

の
検

討
A

県
在

住
者

を
対

象
と

し
た

健
康

状
態

と
医

療
・

看
護

・
介

護
ニ

ー
ズ

の
実

態
調

査
か

ら
辻

村
真

由
子

，
石

垣
和

子
，

胡
秀

英
文

化
看

護
学

会
誌

20
14

；
6(

1)
：

12
-2

3．

51
在

日
外

国
人

母
の

妊
娠

、
出

産
お

よ
び

育
児

に
伴

う
ジ

レ
ン

マ
の

特
徴

鶴
岡

章
子

千
葉

看
護

学
会

会
誌

20
08

；
14

(1
)：

11
5-

12
3．

52
在

日
ブ

ラ
ジ

ル
人

妊
産

婦
の

日
常

生
活

と
保

健
医

療
ニ

ー
ズ

妊
婦

健
診

・
家

庭
訪

問
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
よ

り
植

村
直

子
，

マ
ル

テ
ィ

ネ
ス

真
喜

子
，

畑
下

博
世

日
本

公
衆

衛
生

雑
誌

20
12

；
59

(1
0)

：
76

2-
77

0．

53
在

日
フ

ィ
リ

ピ
ン

人
母

の
子

育
て

に
お

け
る

異
文

化
適

応
過

程
に

関
す

る
研

究
歌

川
孝

子
，

丹
野

か
ほ

る
母

性
衛

生
20

12
；

53
(2

)：
23

4-
24

1．

54
就

学
前

児
を

も
つ

外
国

人
母

親
の

社
会

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

子
育

て
に

対
す

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト

山
中

早
苗

，
中

村
安

秀
小

児
保

健
研

究
20

13
；

72
(1

)：
97

-1
03

.

55
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
お

け
る

外
国

に
ル

ー
ツ

を
持

つ
子

ど
も

お
よ

び
家

族
の

実
態

調
査

山
根

希
代

子
，

前
岡

幸
憲

，
米

山
明

脳
と

発
達

20
19

；
51

(1
)：

33
-3

4．

56
ハ

ロ
ー

ベ
ス

ト
装

着
術

と
脊

椎
後

方
固

定
術

の
術

前
プ

レ
パ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

評
価

在
日

外
国

人
⚕

歳
児

へ
の

関
わ

り
を

と
お

し
て

山
内

郁
恵

，
日

下
理

央
日

本
看

護
学

会
論

文
集

：
小

児
看

護
20

13
；

43
：

70
-7

3 ．

57
在

日
中

国
人

母
親

の
育

児
ス

ト
レ

ス
に

関
す

る
研

究
楊

文
潔

，
江

守
陽

子
日

本
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
誌

20
10

；
33

(2
)：

10
1-

10
9.

58
障

害
児

を
持

っ
た

在
日

外
国

人
家

族
へ

の
サ

ポ
ー

ト
湯

原
恵

子
，

大
西

眞
由

美
，

加
納

尚
美

茨
城

県
母

性
衛

生
学

会
誌

20
00

；
20

：
32

-3
4．



の経済や政治状況などの地勢的な事項に関する領域で
ある。【ビザ発給の制限による生活行動制限】【生活上
における文化様式の認識の変化】の⚒カテゴリが明ら
かになった。

⚘）食栄養

「食栄養」は食事の選択や食事様式、健康増進のた
めの食生活に関する領域である。【日本と母国両方の
食文化】の⚑カテゴリが明らかになった。

⚙）精神性

「精神性」は宗教的慣習や人生に意味を与えるため
の行動などに関する領域である。【信仰する宗教に基
づく日常生活】の⚑カテゴリが明らかになった。

10）ハイリスクな行動

「ハイリスクな行動」はタバコや薬物の乱用、危険
な性行為などに関する領域である。【日本における家
族内での暴力被害】の⚑カテゴリが明らかになった。

11）死の儀式

「死の儀式」は死に対する個人や文化的観点からの
儀式や行動、死別に対する行動などに関する領域であ
る。【母国の宗教儀礼に則った家族員の葬儀】の⚑カ
テゴリが明らかになった。

12）生物文化的な生態

「生物文化的な生態」は遺伝的傾向や地勢的疾患な
どの民族的人種的起源の事項に関する領域である。こ
の領域における対象文献はなかった。

⚓．日本の保健医療福祉における定住外国人
家族への支援

日本の保健医療福祉における定住外国人家族への支
援のカテゴリは表⚓に示した。保健医療福祉における
定住外国人家族への支援について記述されている文献
は26件あり、計80コード、25サブカテゴリ、12カテゴ

― 24 ― ― 25 ―

日本の保健医療福祉における定住外国人家族の体験とその支援に関する現状と課題

図⚑．研究対象者 図⚒．研究の専門領域

図⚓．対象文献の出版年（1998年－2019年）
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表
⚒
．
日
本
の
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
定
住
外
国
人
家
族
の
体
験
（
1）

文
化

的
領

域
（

）
内

は
文

献
数

お
よ

び
体

験
の

総
文

献
数

に
占

め
る

割
合

カ
テ

ゴ
リ

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

（
）

内
は

抽
出

文
献

番
号

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

33
文

献
：

65
％

）

日
本

語
を

用
い

た
意

思
疎

通
の

困
難

日
本

語
の

識
字

力
が

低
い

こ
と

に
よ

る
困

難
（

3,
9,

10
,1

9,
23

,3
0,

31
,3

7,
45

,5
4,

55
,）

保
健

医
療

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

上
で

意
思

疎
通

の
困

難
（

5,
6,

10
,1

9,
21

,2
3,

27
,2

9,
30

,3
1,

32
,3

3,
41

,4
9,

5 0
）

積
極

的
に

日
本

語
を

学
習

し
よ

う
と

す
る

こ
と

（
9,

14
,3

0,
45

,4
7,

57
,）

母
語

を
用

い
た

支
援

を
求

め
る

こ
と

（
31

,5
7）

家
族

周
囲

の
人

と
の

交
流

の
変

化
家

族
周

囲
の

人
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

（
10

,1
4,

15
,1

7,
20

,3
6,

43
,4

4,
51

,5
4,

53
）

家
族

周
囲

の
人

と
の

関
係

構
築

困
難

（
6,

10
,2

3,
27

,3
0,

31
,3

6,
45

,5
2,

54
,5

5,
57

）

妊
娠

出
産

・
育

児
（

23
文

献
：

45
％

）

出
産

プ
ロ

セ
ス

（
⚕

文
献

：
10

％
）

出
産

す
る

国
に

対
す

る
家

族
員

の
思

い
日

本
で

出
産

す
る

こ
と

に
対

す
る

関
心

と
不

安
（

8,
17

,5
2）

出
産

に
関

す
る

日
本

と
母

国
の

選
択

（
6,

40
）

妊
娠

期
（

⚗
文

献
：

14
％

）

日
本

と
母

国
の

妊
娠

に
関

す
る

習
慣

の
違

い
日

本
と

母
国

の
妊

娠
に

関
す

る
病

院
規

定
の

違
い

（
23

,5
2）

日
本

と
母

国
の

妊
娠

に
関

す
る

健
康

観
の

違
い

（
8,

23
,4

0,
43

,4
8,

51
）

日
本

で
の

妊
娠

期
に

お
い

て
母

国
と

の
つ

な
が

り
を

保
つ

こ
と

母
国

語
で

書
か

れ
た

媒
体

か
ら

の
妊

娠
情

報
の

収
集

（
43

）

妊
娠

に
関

す
る

不
安

を
軽

減
す

る
た

め
に

母
国

出
身

者
と

の
交

流
（

51
）

妊
娠

に
関

す
る

母
国

の
伝

統
的

方
法

を
遵

守
す

る
こ

と
（

8,
51

）

分
娩

期
（

⚓
文

献
：

⚖
％

）
日

本
と

母
国

の
分

娩
に

関
す

る
環

境
の

違
い

日
本

と
母

国
の

分
娩

時
に

関
す

る
病

院
規

定
の

違
い

（
51

）

分
娩

時
の

周
囲

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
の

欠
如

（
10

,3
2）

分
娩

時
の

日
本

の
気

候
へ

の
適

応
困

難
（

10
）

産
褥

期
（

11
文

献
：

22
％

）

日
本

と
母

国
の

産
後

に
関

す
る

環
境

の
違

い

日
本

と
母

国
の

産
後

に
関

す
る

病
院

規
則

の
違

い
（

1,
40

,5
1）

日
本

と
母

国
の

産
後

の
生

活
習

慣
の

違
い

（
9,

23
,2

9,
40

,5
1）

日
本

に
お

け
る

産
後

の
サ

ポ
ー

ト
の

欠
如

（
16

,2
2,

23
）

産
後

の
生

活
に

関
す

る
母

国
の

伝
統

へ
の

思
い

母
国

で
の

考
え

を
も

と
に

し
た

産
後

の
家

族
役

割
の

準
備

（
17

,2
2）

産
後

の
生

活
に

関
す

る
母

国
の

伝
統

的
方

法
の

重
視

（
8,

15
,4

0）

育
児

期
（

23
文

献
：

45
％

）
日

本
と

母
国

に
お

け
る

育
児

の
違

い
を

認
識

す
る

こ
と

日
本

と
母

国
の

育
児

方
法

の
違

い
に

よ
る

健
康

不
安

（
3,

23
,4

8,
51

）

日
本

と
母

国
の

育
児

観
の

違
い

（
10

,2
2,

30
）

日
本

で
の

育
児

方
法

が
わ

か
ら

な
い

こ
と

へ
の

不
安

（
10

,3
2,

53
）

母
国

へ
の

帰
国

後
の

育
児

不
安

（
35

,3
6,

57
）

日
本

の
学

校
教

育
に

対
す

る
希

望
や

不
満

（
30

,3
5,

36
）

育
児

に
関

す
る

日
本

と
母

国
の

選
択

（
26

,3
0,

53
）

育
児

に
関

す
る

日
本

の
社

会
生

活
へ

の
適

応
困

難
（

6,
9,

17
,1

9,
23

,3
5,

36
,4

8,
51

,5
3,

54
,5

7）
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表
⚒
．
日
本
の
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
定
住
外
国
人
家
族
の
体
験
（
2）

文
化

的
領

域
（

）
内

は
文

献
数

お
よ

び
体

験
の

総
文

献
数

に
占

め
る

割
合

カ
テ

ゴ
リ

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

（
）

内
は

抽
出

文
献

番
号

育
児

に
関

す
る

周
囲

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
の

重
要

性
を

認
識

す
る

こ
と

育
児

に
関

す
る

周
囲

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
の

利
用

（
9,

11
,3

0,
42

,5
4,

57
）

育
児

に
関

す
る

周
囲

か
ら

の
サ

ポ
ー

ト
の

欠
如

に
よ

る
困

難
（

5,
10

,1
1,

22
,3

0,
32

）

育
児

に
お

け
る

母
国

の
伝

統
へ

の
思

い

育
児

に
関

す
る

母
国

の
伝

統
的

方
法

の
重

視
（

8,
9,

15
,2

5,
43

,5
1）

子
ど

も
に

対
す

る
母

国
語

の
伝

承
（

30
,3

5,
36

,5
1）

母
国

の
文

化
を

子
ど

も
に

伝
承

し
た

い
思

い
（

30
,5

1）

日
本

で
育

児
す

る
こ

と
へ

の
適

応

育
児

に
お

け
る

日
本

文
化

へ
の

適
応

（
32

,3
6,

53
）

育
児

ス
ト

レ
ス

対
処

の
た

め
に

日
本

の
地

域
社

会
と

の
交

流
を

も
つ

こ
と

（
35

,3
6,

57
）

日
本

の
教

育
に

対
す

る
安

心
感

（
30

）

保
健

行
動

（
21

文
献

：
41

％
）

日
本

に
お

け
る

保
健

医
療

福
祉

に
関

す
る

情
報

入
手

の
困

難

日
本

の
保

健
医

療
福

祉
の

情
報

を
積

極
的

に
収

集
す

る
こ

と
（

38
,5

0）

日
本

の
保

健
医

療
福

祉
に

関
す

る
母

国
語

で
書

か
れ

た
媒

体
を

求
め

る
（

50
,5

7）

日
本

に
お

け
る

保
健

医
療

福
祉

に
関

す
る

情
報

不
足

(1
1,

14
,3

1）

日
本

と
母

国
の

保
健

医
療

福
祉

に
関

す
る

相
違

母
国

に
お

け
る

治
療

方
法

を
重

視
す

る
こ

と
（

8,
34

,3
9,

41
,5

0）

日
本

の
保

健
医

療
福

祉
に

関
す

る
安

心
（

9,
16

,2
3）

母
国

と
の

違
い

か
ら

生
じ

る
日

本
の

保
健

医
療

福
祉

へ
の

不
安

（
19

）

慣
れ

な
い

日
本

の
保

健
医

療
福

祉
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
困

難

日
本

の
保

健
医

療
福

祉
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

う
え

で
の

理
解

不
足

（
33

,4
1,

42
,4

9,
50

）

日
本

の
保

険
制

度
の

利
用

が
難

し
い

こ
と

（
19

,2
1,

25
,2

6）

外
国

人
家

族
が

利
用

し
や

す
い

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
を

求
め

る
こ

と
（

21
,4

4）

家
族

役
割

と
家

族
関

係
（

12
文

献
：

24
％

）

日
本

語
が

使
え

る
子

ど
も

や
親

戚
に

よ
る

日
常

生
活

の
世

話
日

本
語

が
使

え
る

家
族

員
に

よ
る

他
の

家
族

員
の

生
活

の
世

話
（

10
,2

4,
31

,3
9,

47
,4

8,
56

）

家
族

員
相

互
に

支
え

合
う

日
本

で
の

生
活

（
3,

22
,3

1）

日
本

に
お

け
る

自
身

の
家

族
の

在
り

方
を

考
え

る
こ

と
そ

れ
ぞ

れ
の

家
族

員
が

も
つ

理
想

の
家

族
像

の
違

い
（

3,
9,

50
）

日
本

に
お

け
る

子
ど

も
の

交
友

関
係

の
変

化
に

対
す

る
親

の
気

が
か

り
（

10
,3

7）

労
働

関
係

（
⚗

文
献

：
14

％
）

日
本

の
労

働
環

境
が

及
ぼ

す
生

活
の

支
障

日
本

で
の

仕
事

が
過

酷
で

あ
る

こ
と

（
19

,3
0,

42
,5

2）

育
児

と
仕

事
の

両
立

の
難

し
さ

（
30

,3
5,

36
,5

7）

保
健

医
療

従
事

者
（

⚖
文

献
：

12
％

）
信

頼
で

き
る

保
健

医
療

従
事

者
の

要
望

日
本

の
保

健
医

療
従

事
者

が
外

国
人

へ
壁

を
作

る
こ

と
（

26
,4

9）

日
本

の
保

健
医

療
従

事
者

へ
の

安
心

感
（

14
,1

7,
49

）

同
国

出
身

の
保

健
医

療
従

事
者

を
求

め
る

（
31

）

保
健

医
療

従
事

者
と

の
継

続
的

な
関

わ
り

を
求

め
る

（
44

）
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表
⚒
．
日
本
の
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
定
住
外
国
人
家
族
の
体
験
（
3）

文
化

的
領

域
（

）
内

は
文

献
数

お
よ

び
体

験
の

総
文

献
数

に
占

め
る

割
合

カ
テ

ゴ
リ

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

（
）

内
は

抽
出

文
献

番
号

概
観

伝
統

（
⚔

文
献

：
⚘

％
）

ビ
ザ

発
給

の
制

限
に

よ
る

生
活

行
動

制
限

ビ
ザ

発
給

の
制

限
に

よ
る

家
族

の
行

動
制

限
（

24
,4

1）

生
活

上
に

お
け

る
文

化
様

式
の

認
識

の
変

化
相

手
の

文
化

を
理

解
す

る
こ

と
（

4）

母
国

の
生

活
様

式
を

希
望

す
る

（
20

）

食
栄

養
（

⚓
文

献
：

⚖
％

）
日

本
と

母
国

両
方

の
食

文
化

健
康

の
た

め
に

日
本

で
母

国
料

理
を

作
っ

て
い

る
こ

と
（

8,
51

）

日
本

と
母

国
と

の
食

文
化

の
違

い
（

9,
51

）

精
神

性
（

⚓
文

献
：

⚖
％

）
信

仰
す

る
宗

教
に

基
づ

く
日

常
生

活
信

仰
す

る
宗

教
に

基
づ

い
た

受
療

行
動

（
14

,4
1）

信
仰

す
る

宗
教

に
基

づ
く

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
（

54
）

ハ
イ

リ
ス

ク
な

行
動

（
⚒

文
献

：
⚔

％
）

日
本

に
お

け
る

家
族

内
で

の
暴

力
被

害
日

本
人

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
の

暴
力

（
12

）

母
国

の
家

族
の

こ
と

を
考

え
て

配
偶

者
か

ら
の

暴
力

か
ら

逃
げ

出
せ

な
い

こ
と

（
2）

死
の

儀
式

（
⚑

文
献

：
⚒

％
）

母
国

の
宗

教
儀

礼
に

則
っ

た
家

族
員

の
葬

儀
母

国
の

宗
教

儀
礼

に
則

っ
た

家
族

員
の

葬
儀

（
24

）

生
物

文
化

的
な

生
態

（
文

献
な

し
：

⚐
％

）
―

―
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表
⚓
．
日
本
の
保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
定
住
外
国
人
家
族
の
支
援

文
化

的
領

域
（

）
内

は
文

献
数

お
よ

び
支

援
の

総
文

献
数

に
占

め
る

割
合

カ
テ

ゴ
リ

サ
ブ

カ
テ

ゴ
リ

（
）

内
は

抽
出

文
献

番
号

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

19
文

献
：

73
％

）

外
国

人
が

意
見

を
表

出
し

や
す

い
よ

う
な

環
境

の
設

定

周
囲

の
人

と
の

交
流

の
機

会
を

設
け

る
（

5,
54

,5
5）

外
国

人
家

族
の

多
様

性
を

尊
重

し
て

関
わ

る
（

4,
14

,2
4,

43
,4

7,
48

,5
5）

積
極

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

（
18

,2
4）

外
国

人
家

族
に

対
す

る
言

語
的

お
よ

び
非

言
語

的
サ

ポ
ー

ト

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
交

え
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

（
18

,5
5）

平
易

な
日

本
語

を
用

い
て

説
明

を
行

う
（

13
,5

5）

外
国

人
が

理
解

し
や

す
い

日
本

語
の

表
記

方
法

を
用

い
る

（
55

）

保
健

医
療

福
祉

に
関

し
て

外
国

語
で

書
か

れ
た

資
料

を
用

い
る

（
7,

13
,1

8,
29

,3
0,

43
,4

8,
54

,5
5）

通
訳

を
用

い
る

（
4,

6,
14

,1
8,

24
,3

4,
41

,4
3,

48
,5

4,
58

）

日
本

語
の

使
用

方
法

を
助

言
す

る
（

55
）

保
健

行
動

（
⚗

文
献

：
27

％
）

日
本

の
入

院
や

手
術

の
準

備
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

視
覚

的
プ

レ
パ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

手
術

の
イ

メ
ー

ジ
を

促
す

（
56

）

日
本

の
入

院
治

療
適

応
の

た
め

に
入

院
期

間
を

長
く

設
定

す
る

（
14

）

外
国

人
家

族
へ

個
別

的
に

対
応

で
き

る
行

政
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

保
健

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
直

接
的

な
相

談
機

会
を

設
け

る
（

6）

外
国

人
家

族
が

利
用

可
能

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
示

す
る

（
5,

37
,5

8）

日
本

と
母

国
の

保
健

医
療

を
併

用
す

る
日

本
以

外
の

保
健

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
取

り
入

れ
る

（
6）

母
国

の
伝

統
的

治
療

法
を

取
り

入
れ

る
（

8）

精
神

性
（

⚕
文

献
：

19
％

）
信

仰
す

る
宗

教
や

死
生

観
に

配
慮

し
て

関
わ

る
信

仰
す

る
宗

教
や

死
生

観
に

配
慮

し
て

関
わ

る
（

1,
19

,2
4,

28
,5

5）

妊
娠

出
産

・
育

児
（

⚔
文

献
：

15
％

）

出
産

プ
ロ

セ
ス

（
⚑

文
献

：
⚔

％
）

出
産

に
お

い
て

外
国

人
家

族
の

利
用

可
能

な
情

報
を

提
供

す
る

出
産

に
お

い
て

外
国

人
家

族
の

利
用

可
能

な
情

報
を

提
供

す
る

（
17

）

妊
娠

期
（

文
献

な
し

：
⚐

％
）

―
―

分
娩

期
（

文
献

な
し

：
⚐

％
）

―
―

産
褥

期
（

⚒
文

献
：

⚗
％

）
褥

婦
だ

け
で

な
く

家
族

を
含

め
た

産
後

ケ
ア

を
行

う
褥

婦
だ

け
で

な
く

家
族

を
含

め
た

産
後

ケ
ア

を
行

う
（

1,
29

）

育
児

期
（

⚑
文

献
：

⚔
％

）
日

本
で

子
ど

も
が

成
長

し
て

い
く

た
め

の
育

児
支

援
日

本
の

子
育

て
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
（

37
）

子
ど

も
の

将
来

の
た

め
の

言
語

習
得

や
学

習
の

サ
ポ

ー
ト

（
37

）

保
健

医
療

従
事

者
（

⚓
文

献
：

12
％

）
外

国
人

家
族

を
支

援
す

る
保

健
医

療
従

事
者

間
で

足
並

み
を

そ
ろ

え
て

関
わ

る
外

国
人

家
族

を
と

り
ま

く
外

部
の

保
健

医
療

福
祉

機
関

と
連

携
す

る
（

2,
5,

24
）

外
国

人
家

族
の

文
化

的
な

情
報

を
保

健
医

療
従

事
者

間
で

共
有

す
る

（
24

）

家
族

役
割

と
家

族
関

係
（

⚒
文

献
：

⚗
％

）
患

者
を

支
援

で
き

る
よ

う
家

族
の

体
制

を
整

え
る

入
院

中
の

家
族

に
対

し
て

ケ
ア

参
加

を
促

す
（

28
）

外
国

人
家

族
が

日
本

で
一

緒
に

過
ご

す
た

め
の

機
会

を
作

る
（

24
,2

8）

食
栄

養
（

⚑
文

献
：

⚔
％

）
日

本
の

食
事

メ
ニ

ュ
ー

を
提

案
す

る
日

本
の

食
事

メ
ニ

ュ
ー

を
提

案
す

る
（

48
）

概
観

伝
統

（
文

献
な

し
：

⚐
％

）
―

―

労
働

関
係

（
文

献
な

し
：

⚐
％

）
―

―

生
物

文
化

的
な

生
態

（
文

献
な

し
：

⚐
％

）
―

―

ハ
イ

リ
ス

ク
な

行
動

（
文

献
な

し
：

⚐
％

）
―

―

死
の

儀
式

（
文

献
な

し
：

⚐
％

）
―

―



リが得られた。

⚑）コミュニケーション

「コミュニケーション」では【外国人が意見を表出
しやすいような環境の設定】【外国人家族に対する言
語的および非言語的サポート】の⚒カテゴリが明らか
になった。

⚒）保健行動

「保健行動」では【日本の入院や手術の準備ができ
るようにする】【外国人家族へ個別的に対応できる行
政福祉サービスを提供する】【日本と母国の保健医療
を併用する】の⚓カテゴリが明らかになった。

⚓）精神性

「精神性」では【信仰する宗教や死生観に配慮して
関わる】の⚑カテゴリが明らかになった。

⚔）妊娠出産・育児

「妊娠出産・育児」において、出産プロセスでは【出
産において外国人家族の利用可能な情報を提供する】
の⚑カテゴリが明らかになった。産褥期では【褥婦だ
けでなく家族を含めた産後ケアを行う】の⚑カテゴリ
が明らかになった。育児期では【日本で子どもが成長
していくための育児支援】などの⚑カテゴリが明らか
になった。

⚕）保健医療従事者

「保健医療従事者」では【外国人家族を支援する保
健医療従事者間で足並みをそろえて関わる】などの⚑
カテゴリが明らかになった。

⚖）家族役割と家族関係

「家族役割と家族関係」では【患者を支援できるよ
う家族の体制を整える】の⚑カテゴリが明らかになっ
た。

⚗）食栄養

「食栄養」では【日本の食事メニューを提案する】
の⚑カテゴリが明らかになった。

Ⅳ．考察

⚑．日本の保健医療福祉における定住外国人
家族の体験とその支援に関する調査の動
向

対象文献における研究対象者は、妊娠、出産、育児
のいずれかを経験した家族に重点化されていた。ま
た、対象文献の専門領域では母子保健分野が多数を占
めていた。現在、外国人の女性人口自体が2019年まで
の⚕年間で約53万人増加の約186万人（2019年）であ
り、その中でも20～30代の生産人口割合が多い（eStat
政府統計の総合窓口，2019年）ことが要因と考えられ
る。妊娠や出産、育児においては、新生児訪問や定期
健診などで定住外国人母子に接触する機会が多く、必
然的に母子保健に関する研究が多くを占めると考えら
れる。

一方で、地域保健学の高齢者に関する研究は⚒件で
あった。在留外国人総計のうち65歳以上の者は⚖％程
度にとどまるが、現在在留外国人数が増加している状
況において今後さらに65歳以上の外国人数が増加して
いく可能性も考えられ、支援の検討が必要である

（e-Stat 政府統計の総合窓口，2019年）。
対象文献が少なかったベトナムやインドネシアから

の定住外国人家族は支援の機会も少なかったのかもし
れない。しかし2022年にはベトナム出身の在留外国人
は前年より＋10.0％、インドネシア出身の在留外国人
は＋39.0％と急激に増加（出入国在留管理庁）してお
り、今後さらなる支援の機会が増えることが予想され
る。これまで支援の機会が少なかったベトナムやイン
ドネシアをはじめとする様々な国籍の多様な文化的背
景を理解し、支援を拡大することが今後求められるだ
ろう。

⚒．日本の保健医療福祉における定住外国人
家族の体験とその支援

定住外国人家族の体験と支援がともに明らかになっ
た文化的領域は「コミュニケーション」「保健行動」

「家族役割と家族関係」「保健医療従事者」「精神性」
があり、一方で体験と支援のどちらかのデータが見ら
れなかった文化的領域は「妊娠出産・育児」「労働関
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係」「概観伝統」「食栄養」「ハイリスク行動」があった。
ここでは、体験と支援に偏りがあった文化的領域につ
いて考察する。

⚑）妊娠出産・育児

この領域における体験が28文献に記述されているこ
とに対し、支援に関する記述は⚔文献にとどまってい
た。特に、妊娠期は＜日本と母国の妊娠に関する病院
規定の違い＞＜日本と母国の妊娠に関する健康観の違
い＞＜妊娠に関する不安を軽減するために母国出身者
との交流＞を行うなど、妊娠期間における日々の生活
の中での困難な体験が多くあったが、支援を記述した
文献は無く、＜分娩時の周囲からのサポートの欠如＞

【産後の周囲からのサポートの欠如】＜育児に関する
周囲からのサポートの欠如による困難＞などの体験が
見られた。分娩期においては、陣痛発来などを詳細に
予測できないため、分娩の際に妊産婦の家族や知人か
ら協力を得られるとは限らず（橋村，大西，2016年）、
周囲からの適切なサポートが得られにくい。そのた
め、妊娠期の段階から、家族の役割構造や周囲からの
サポートの状況を把握し、分娩から産後に向けて継続
してサポートが得られるように準備をしていくことが
重要であるだろう。

⚒）労働関係

【日本の労働環境が及ぼす生活の支障】という、仕
事による家族生活や育児への影響に関する問題が明ら
かになった一方で支援に関しては文献がなかった。本
研究では保健医療福祉に関する領域の文献のため、定
住外国人家族の労働的側面に直接焦点をあてて支援を
実施した文献はなかったのかもしれない。厚生労働省
によると、2020年現在の日本では外国人労働者数はお
よそ172万人、外国人労働者雇用事業所はおよそ27万
か所でどちらも増加の一途をたどり過去最多の数と
なっている（厚生労働省，2020）。今後も同様の状況
が続く場合は、外国人労働者を迎える体制整備が急が
れる。

また、瀧尻（2009年，187）によると、外国人は家
族の分まで稼がなければならないことや、自由の制限
による現状から逃れられないことなど、守るべき家族
が負荷や葛藤の原因になる可能性が指摘されている

（瀧尻，2009年，187）。保健医療福祉の分野で外国人
労働者を支援する際には【日本の労働環境が及ぼす生

活の支障】という体験にあるように、労働環境と家族
の生活とのバランスにも注視し、家族員もしくは家族
全体の健康面への影響もアセスメントする必要が
ある。

⚓）概観伝統

体験として【生活上における文化様式の認識の変
化】が見られ、日本で定住することで他者の文化を理
解する一方で、日本ではなく母国の文化様式を望むと
いった体験であった。日本に定住し周囲の文化様式が
変化したことで、家族にとって日本の文化への理解と
適応が必要となる。定住外国人家族は Purnell の文化
アセスメントモデルのうち様々な文化的領域において
も日本と母国の生活習慣の相違や適応困難の体験をし
ている。入院環境の例では、来日間もない外国人患者
の場合は入院のストレスと異文化との葛藤の相乗的作
用で不安定な心理状態にあると言われている（李，
2018年，27）。しかし、定住外国人家族はそのような
ストレッサーとなりうる様々なライフイベントを通し
て、地域におけるコミュニティや生活基盤とのつなが
りを深め地域社会に根づいていくこととなる。そのた
めにも、本領域における家族への支援においては、日
本の文化に対する家族の捉え方や理解度を知ることに
加え、現在の家族に生じているライフイベントに対す
る家族の対処や生活のありようを理解することも必要
である。

⚔）食栄養

【日本と母国両方の食文化】に関する体験に対して、
【日本の食事メニューを提案する】という支援がみら
れたが、母国の食事メニューに関する支援は無かっ
た。国や地域によって食文化は大きく異なり、例えば
ブラジルの食文化をもつ外国人の場合は肉類や油脂類
の過剰摂取や野菜類・魚類の摂取不足が特徴としてあ
げられる（千野，2005）。また、様々な国からの在日
留学生でも栄養面の偏りが指摘される（安友・西尾，
2008）。そのため、定住外国人家族が【日本と母国両
方の食文化】という体験において日本と母国の食文化
を取り入れる際には、健康面から見た適切な食事摂取
や栄養バランスを考え指導する支援が必要となる。

⚕）ハイリスク行動

【日本人パートナーからの暴力】が体験として明ら
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かとなったが、外国人家族に限らず、日本における配
偶者からの暴力被害は相談件数が年間に約13万件もあ
り、重大な問題である。特に、日本語が十分に話せな
い被害者からの相談件数は年間約⚑千500件にものぼ
る（内閣府男女協働参画局，2020）。定住外国人家族
が DV 被害を訴えることや支援者を頼ることは難し
く、定住外国人家族内の DV 事案に介入したケース
もこれまでに多くはないであろうことが支援の文献が
無かった一因であると考えられる。南野（2016年）に
よると、DV 被害経験を有する移住外国人女性が有す
る複合的な課題は、社会生活力の乏しさに関わる課題
や来日後の夫や夫家族との軋轢、子どもの養育問題な
どが重なって形成されていると言われている（南野，
2016）。そのように、日本での生活基盤や人間関係、
社会的つながりが根こそぎ奪われることは、被害者が
暴力被害を訴えることができない大きな要因になって
いると指摘されている（李，2018）。支援の際には
DV 被害の状況だけでなく、家族内外の状況や家族員
の置かれている立場などを複合的にアセスメントする
視点が必要となる。

Ⅴ．結論

本研究では、日本の保健医療福祉における定住外国
人家族が抱える体験やそれに対する支援を、Purnell
の文化アセスメントモデルに基づいて分類し、文化的
領域における偏りを明らかにすることができた。定住
外国人家族の体験と支援がともに明らかになった文化
的領域は主に「コミュニケーション」「保健行動」「家
族役割と家族関係」「保健医療従事者」「精神性」があ
り、一方で体験と支援のどちらかのデータが見られな
かった文化的領域は「妊娠出産・育児」「労働関係」「概
観伝統」「食栄養」「ハイリスク行動」があった。

Ⅵ．文献

千野史香．（2005）．長野県上伊那地域に住む日系ブラジル
人男性の食生活を中心とした生活習慣と健康．長野県
看護大学紀要，7，83-91．

e‒Stat 政府統計の総合窓口．在留外国人統計．
https://www.e‒stat.go.jp/stat‒search/files?page=1&
toukei=00250012&tstat=000001018034.（参照 2020-08-
03）．

原礼子．（2008）．家族看護学をはじめて学ぶ．山崎あけみ，

原礼子（Eds.），看護学テキスト NiCE 家族看護学19の
臨床場面と⚘つの実践例から考える．東京南江堂．P
6．

橋村愛，大西真由美．(2016)．長崎市・佐世保市の看護職
が考える外国人への周産期ケアコミュニケーション能
力．国際保健医療，31(4)，323-332．

樋口まち子．（2012）．文化を考慮した看護．田村やよひ
（Eds.），新体系 看護学全書 統合分野 看護の統合と実
践 国際看護学．東京：メヂカルフレンド社．P 134．

法務省．令和元年⚖月末現在における在留外国人数につい
て（速報値）【令和元年⚖月末現在】公表資料．
http: // www. moj. go. jp / nyuukokukanri / kouhou /
nyuukokukanri04_00083.html. （参照 2020-08-20）．

Hsieh H F, Shannon S E. (2005). Three approaches to
qualitative content analysis. Qual Health Res, 15 (9),
1277-1288．

一般社団法人日本病院会．平成27年「医療の国際展開に関
する現状調査」結果報告書．http://www.hospital.or.jp
/docu/index.html.（参照 2020-02-12）．

石河久美子．（2018）．多文化ソーシャルワークの実践の現
状と課題．社会福祉学，59(4)，85-88．

上別府圭子．（2018）．家族看護とは．上別府圭子（Eds.），
家族看護とは，系統看護学講座 家族看護学．東京：医
学書院．p 11．

厚生労働省．平成26年度人口動態統計特殊報告「日本にお
ける人口動態―外国人を含む人口動態統計―」の概況．
https://www.mhlw.go. jp/toukei/saikin/hw/jinkou/
tokusyu/gaikoku14/index.html（参照 2022-04-14）．

厚生労働省．「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和⚒
年10月末現在）．
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16279.html.（参
照 2022-04-14）．

李節子．（1999）．在日外国人の保健医療福祉．国際看護研
究会（Eds.），国際看護学入門．東京：医学書院．P 181．

李節子．（2018）．在日外国人の健康支援原論．李節子
（Eds.），在日外国人の健康支援と医療通訳．東京：杏
林書院．P 27.

南野奈津子．（2016）．ドメスティックバイオレンス被害を
有する移住外国人女性の複合的課題の研究．日本保健
福祉学会誌，23(1)，15-23．

内閣府男女協働参画局．令和⚒年度配偶者暴力相談支援セ
ンターにおける相談件数．
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e‒vaw/
data/01.html（参照 2022-04-14）．

中木高夫，谷津裕子，神谷桂．（2007）．看護学研究論文に
おける「体験」「経験」「生活」の概念分析．日本赤十
字看護大学紀要，21，42-54．

日本看護協会．「看護者の倫理綱領」．https://www.nurse.
or.jp/nursing/practice/rinri/rinri.html.（参照 2022-04
-14）．

大澤絵里．（2015）．文化を考慮した看護．浦田喜久子，小
原真理子（Eds.），系統看護学講座 統合分野災害看護

― 32 ―

日本の保健医療福祉における定住外国人家族の体験とその支援に関する現状と課題

― 33 ―



学・国際看護学 第三版．東京：医学書院．P 241．
Purnell L. (2002). The Purnell Model for Cultural

Competence. Journal of transcultural nursing，13(3)，
193-196．

S. M. ハーモン・ハンソン，S. T. ボイド（Eds.）．村田恵子，
荒川靖子，津田紀子（Trans.）（2001）．家族看護学：
理論・実践・研究．東京：医学書院，東京．P 5．

出入国在留管理庁．令和⚔年⚖月末現在における在留外国

人数について．
https: //www.moj. go. jp / isa /publications/press /13_
00028.html.（参照 2022-11-30）

瀧尻明子．（2009）．在日外国人の健康課題．守本とも子
（Eds.）．国際看護への学際的アプローチ．東京：日本
放射線技師会出版会，165-187．

安友裕子，西尾素子．（2008）．留学生の食生活と食環境と
の関連に関する萌芽的研究．生活学論業，14，83-95．

― 32 ― ― 33 ―

日本の保健医療福祉における定住外国人家族の体験とその支援に関する現状と課題




